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令和 7 年度 第 1 回医師国保通常組合会令和 7 年度 第 1 回医師国保通常組合会
と　き　令和 7 年 7 月 17 日（木）15：30 ～ 16：05と　き　令和 7 年 7 月 17 日（木）15：30 ～ 16：05
ところ　山口県医師会 6 階　会議室ところ　山口県医師会 6 階　会議室

Ⅰ　開会
　事務長、出席議員の確認を行い、議員定数31名、
出席議員 13 名、及び議決権行使書提出 13 名で
定足数に達しており、会議が成立する旨報告。

Ⅱ　理事長挨拶
加藤理事長　本日は、暑い中お集まりいただき、
誠にありがとうございます。
　本年度第 1 回目の組合会は、令和 6 年度の事
業報告・決算、並びに規約の一部改正などが審議
事項となっておりますので、皆様には、慎重なご
審議をお願いしたく存じます。
　重要な規約改正などもございますので、皆様に
は今後の組合会へも積極的なご参加をお願いする
次第です。
　さて、ご承知の通り、医師国保はいくつかの課
題を抱えております。
　第一に、会員数が少しずつ減少していること。
　第二に、今年度は顕在化しておりませんが、将
来的な国庫補助の削減や高額療養費の問題、そし
て、健康保険の適用拡大にともなう協会けんぽへ
の被保険者の移行です。
　これらの課題に対応し組織を強化していくため

に、皆様にお願いがございます。
　医師国保のメリットを特に享受できる大学院生
の皆様へ、加入を積極的にお勧めいただき、また
地域で新たに開業される先生がいらっしゃいまし
たら、ぜひお声がけをお願いいたします。
　組合への加入形態には、従業員も加入される場
合と、医師とご家族のみの場合がございますが、
今後、組合の存続が困難になる事態も想定し、こ
れまでご説明した合併のような選択肢も視野に入
れ、さまざまな可能性を検討していく必要がござ
います。
　この医師国保組合は、医師を中心とした助け合
いの精神で成り立っておりますので、この原点に
立ち返り、皆様と対話を重ねながら最善の道を見
出していくことが何よりも重要と考えます。
　本日も、慎重なご審議を賜りますよう、何卒よ
ろしくお願い申し上げます。
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Ⅲ　議案審議
承認第 1 号　令和 6 年度事業報告について

　「1　被保険者」の 1.「被保険者の状況」では
令和 5 年度末の 3,422 人に対し、令和 6 年度末
は 3,281 人と減少している。要因として、75 歳
到達者が広域連合へ異動すること、お子様の独立、
さらに、従業員である乙種組合員が協会けんぽに
異動されること等があげられる。
　2.「被保険者数の推移」では、全体的な減少が
見られるものの、未就学児は増加している。
　3.「介護保険第 2 号被保険者数の推移」では、
40 歳以上 65 歳未満を掲げているが、やはり減
少傾向にある。

　「2　保険給付」の 1.「医療給付の状況」（1）
全体分では、欄外の令和 5 年度と比較して、件
数が 1,644 件、費用額は約 1 億 1,811 万円と大
きく減少している。
　（2）前期高齢者分再掲では、65 歳から 74 歳
を再掲したものであるが、費用額は令和 5 年度
より約 6,911 万円の減となっている。

－ 5－

　３．介護保険第２号保険者数の推移

参考　後期高齢者組合員（被保険者でない組合員）の状況

種別

年月
甲 種 組 合 員

甲 種
組合員の家族

乙 種 組 合 員
乙 種
組合員の家族

合 計

６　年　４　月
(212)
407

人
(157)
326

人
(695)
884

人
(32)
38

人
(1,096)
1,655

人

５　月
(212)
406

(158)
324

(692)
880

(32)
38

(1,094)
1,648

６　月
(213)
408

(169)
336

(672)
859

(31)
37

(1,085)
1,640

７　月
(213)
407

(167)
336

(679)
862

(31)
37

(1,090)
1,642

８　月
(214)
407

(166)
331

(679)
859

(30)
36

(1,089)
1,633

９　月
(215)
407

(166)
330

(685)
864

(30)
36

(1,096)
1,637

10　月
(215)
405

(167)
333

(690)
869

(28)
35

(1,100)
1,642

11　月
(214)
399

(166)
334

(692)
869

(28)
35

(1,100)
1,637

12　月
(216)
395

(166)
332

(693)
868

(26)
33

(1,101)
1,628

７　年　１　月
(214)
390

(166)
330

(694)
868

(26)
32

(1,100)
1,620

２　月
(213)
388

(166)
331

(692)
864

(26)
32

(1,097)
1,615

３　月
(212)
387

(166)
330

(675)
846

(25)
30

(1,078)
1,593

年 度 平 均
(214)
401

(165)
331

(687)
866

(29)
35

(1,095)
1,633

注　 （　）は、平成９年９月１日以降に適用除外承認を受けて加入した者の人数で、下段の再掲である。

内訳

種別
５年度末現在数 ６年度中加入者数 ６年度中脱退者数 ６年度末現在数

甲 種 組 合 員 156
人

24
人

18
人

162
人

乙 種 組 合 員 32
人

4
人

9
人

27
人

合 計 188
人

28
人

27
人

189
人

－ 6 －

　４．甲種組合員の年齢構成（令和６年６月１日現在）

年 齢 区 分 甲 種 組 合 員 数 （再 掲 女 性） 備 考

25　歳　未　満 0 人 （ 0 人）

25 歳 ～ 29 歳 2 人 （ 1 人）

30 歳 ～ 34 歳 22 人 （ 9 人）

35 歳 ～ 39 歳 8 人 （ 3 人）

40 歳 ～ 44 歳 31 人 （ 9 人）

45 歳 ～ 49 歳 53 人 （ 9 人）

50 歳 ～ 54 歳 84 人 （ 15 人）

55 歳 ～ 59 歳 107 人 （ 13 人）

60 歳 ～ 64 歳 132 人 （ 16 人）

65 歳 ～ 69 歳 181 人 （ 19 人）

70 歳 ～ 74 歳 141 人 （ 11 人）

75 歳 ～ 79 歳 74 人 （ 7 人）

80 歳 ～ 84 歳 46 人 （ 3 人）

85 歳 ～ 89 歳 26 人 （ 1 人）

90　歳　以　上 7 人 （ 0 人）

合 計 914 人 （ 116 人）

平 均 年 齢 63.7 歳 （ 57.5 歳）

－ 4－

内訳
種別

５ 年 度 末
現 在 数

６ 年 度 中
加 入 者 数

６ 年 度 中
脱 退 者 数

６ 年 度 末
現 在 数

構成比

甲 種 組 合 員
(308)
757

人 (11)
37

人 (8)
57

人 (311)
737

人

22.5
％

甲種組合員の家族
(528)
1,146

(55)
90

(45)
111

(538)
1,125

34.3

乙 種 組 合 員
(983)
1,255

(147)
165

(202)
251

(928)
1,169

35.6

乙種組合員の家族
(201)
264

(33)
45

(43)
59

(191)
250

7.6

合 計
(2,020)
3,422

(246)
337

(298)
478

(1,968)
3,281

100.0

注　 （　）は、平成９年９月１日以降に適用除外承認を受けて加入した者の人数で、下段の再掲である。

１　被　保　険　者

　１．被保険者の状況

　２．被保険者数の推移

種別

年月

甲 種
組 合 員

甲 種
組合員の
家 族

乙 種
組 合 員

乙 種
組 合 員
の 家 族

合 計

70歳以上（再掲） 65～
74歳

（再掲）

未就
学児

（再掲）
現 役
並 み

一 般

６年４月
(309)
763

人 (515)
1,125

人 (982)
1,248

人 (201)
261

人 (2,007)
3,397

人 (34)
201

人 (14)
41

人 (196)
620

人 (57)
81

人

５月
(310)
761

(514)
1,114

(975)
1,241

(204)
263

(2,003)
3,379

(35)
203

(14)
42

(196)
620

(60)
83

６月
(311)
760

(535)
1,140

(943)
1,205

(197)
259

(1,986)
3,364

(34)
203

(14)
41

(194)
617

(60)
85

７月
(310)
757

(536)
1,142

(953)
1,212

(198)
260

(1,997)
3,371

(35)
201

(15)
43

(194)
613

(62)
88

８月
(309)
753

(535)
1,143

(945)
1,200

(195)
258

(1,984)
3,354

(33)
200

(15)
44

(196)
613

(61)
90

９月
(310)
755

(536)
1,141

(944)
1,198

(196)
260

(1,986)
3,354

(32)
198

(15)
47

(194)
610

(61)
90

10月
(312)
752

(540)
1,143

(951)
1,200

(190)
252

(1,993)
3,347

(33)
202

(15)
47

(195)
615

(61)
89

11月
(313)
749

(541)
1,138

(950)
1,195

(191)
253

(1,995)
3,335

(34)
201

(15)
46

(198)
612

(62)
90

12月
(313)
748

(544)
1,138

(950)
1,193

(193)
255

(2,000)
3,334

(34)
201

(17)
47

(199)
613

(63)
92

７年１月
(312)
742

(541)
1,130

(949)
1,192

(191)
251

(1,993)
3,315

(35)
201

(15)
43

(199)
614

(63)
92

２月
(311)
738

(538)
1,126

(945)
1,187

(191)
250

(1,985)
3,301

(36)
205

(15)
43

(198)
614

(63)
92

３月
(311)
737

(538)
1,125

(928)
1,169

(191)
250

(1,968)
3,281

(36)
210

(17)
45

(204)
622

(63)
93

年度平均
(311)
751

(534)
1,134

(951)
1,203

(195)
256

(1,991)
3,344

(34)
202

(15)
44

(197)
615

(61)
89

注　 （　）は、平成９年９月１日以降に適用除外承認を受けて加入した者の人数で、下段の再掲である。
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－ 9－

　　　⑶　70歳以上一般分再掲

種　　　　　　　　別 件　　　　　数 費　　用　　額

療 養 の 給 付 等

診 療 費 634 件 23,439,260 円

調 剤 333 2,204,100

食事療養・生活療養 (16) 595,558

訪 問 看 護 0 0

計 967 26,238,918

参考　５年度 1,032 36,360,578

　　　⑷　70歳以上現役並み所得者分再掲

種　　　　　　　　別 件　　　　　数 費　　用　　額

療 養 の 給 付 等

診 療 費 2,371 件 79,893,640 円

調 剤 1,063 19,305,350

食事療養・生活療養 (38) 618,684

訪 問 看 護 2 345,580

計 3,436 100,163,254

参考　５年度 3,511 126,076,244

　　　⑸　未就学児分再掲

種　　　　　　　　別 件　　　　　数 費　　用　　額

療 養 の 給 付 等

診 療 費 1,036 件 12,598,310 円

調 剤 626 2,799,940

食事療養・生活療養 (13) 59,258

訪 問 看 護 0 0

計 1,662 15,457,508

参考　５年度 1,617 14,655,180

　３．診療費内訳

　　　⑴　全　体　分

種　別 件　数 日　数 費　用　額 受 診 率
１ 件
当 た り
日 数

１件当たり
費 用 額

被 保 険 者
１人当たり
費 用 額

入 院 348
件

3,276
日

217,201,200
円

0.10
回

9.41
日

624,141
円

64,953
円

入 院 外 21,764 28,539 273,250,150 6.51 1.31 12,555 81,714

歯 科 7,908 11,166 94,147,030 2.36 1.41 11,905 28,154

合 計 30,020 42,981 584,598,380 8.97 1.43 19,474 174,821

参 考
５ 年 度 31,175 46,366 696,197,108 8.80 1.49 22,332 196,444

－ 10 －

　　　⑵　前期高齢者分再掲

種　別 件　数 日　数 費　用　額 受 診 率
１ 件
当 た り
日 数

１件当たり
費 用 額

被 保 険 者
１人当たり
費 用 額

入 院 128
件

1,376
日

103,402,960
円

0.21
回

10.75
日

807,836
円

168,135
円

入 院 外 4,880 6,576 84,712,320 7.93 1.35 17,359 137,744

歯 科 1,798 2,617 21,227,100 2.92 1.46 11,806 34,516

合 計 6,806 10,569 209,342,380 11.06 1.55 30,759 340,395

参 考
５ 年 度 7,128 11,836 268,670,470 11.46 1.66 37,692 431,946

　　　⑶　70歳以上一般分再掲

種　別 件　数 日　数 費　用　額 受 診 率
１ 件
当 た り
日 数

１件当たり
費 用 額

被 保 険 者
１人当たり
費 用 額

入 院 17
件

324
日

15,211,510
円

0.39
回

19.06
日

894,795
円

345,716
円

入 院 外 487 705 6,125,760 11.07 1.45 12,579 139,222

歯 科 130 212 2,101,990 2.95 1.63 16,169 47,773

合 計 634 1,241 23,439,260 14.41 1.96 36,970 532,711

参 考
５ 年 度 670 1,156 25,387,860 13.67 1.73 37,892 518,119

　　　⑷　70歳以上現役並み所得者分再掲

種　別 件　数 日　数 費　用　額 受 診 率
１ 件
当 た り
日 数

１件当たり
費 用 額

被 保 険 者
１人当たり
費 用 額

入 院 40
件

380
日

37,889,390
円

0.20
回

9.50
日

947,235
円

187,571
円

入 院 外 1,671 2,311 34,610,900 8.27 1.38 20,713 171,341

歯 科 660 942 7,393,350 3.27 1.43 11,202 36,601

合 計 2,371 3,633 79,893,640 11.74 1.53 33,696 395,513

参 考
５ 年 度 2,390 4,041 97,152,790 11.89 1.69 40,650 483,347

　　　⑸　未就学児分再掲

種　別 件　数 日　数 費　用　額 受 診 率
１ 件
当 た り
日 数

１件当たり
費 用 額

被 保 険 者
１人当たり
費 用 額

入 院 15
件

53
日

2,228,480
円

0.17
回

3.53
日

148,565
円

25,039
円

入 院 外 850 1,456 8,363,770 9.55 1.71 9,840 93,975

歯 科 171 185 2,006,060 1.92 1.08 11,731 22,540

合 計 1,036 1,694 12,598,310 11.64 1.64 12,161 141,554

参 考
５ 年 度 1,012 1,503 11,833,120 11.01 1.49 11,693 128,761

－ 7 －

２　保　険　給　付

　１．医療給付の状況

　　　⑴　全　体　分

件 数 費 用 額 保険者負担分 一 部 負 担 金 他 法 負 担 分

療 養 の 給 付 等 44,197件 757,033,508円 531,892,124円 203,406,618円 21,734,766円

食事療養・生活療養（再掲） 314 5,483,838 1,703,218 3,786,140 -5,520

療

　
　養

　
　費

　
　等

食事療養・生活療養 0 0 0 0

療

　
　養

　
　費

診 療 費 2 76,810 56,751 20,059 0

補 装 具 22 969,011 678,300 290,711 0

柔 道 整 復 師 336 2,131,662 1,494,012 592,166 45,484

アンマ・マッサージ 0 0 0 0 0

ハリ・キュウ 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0

小 計 360 3,177,483 2,229,063 902,936 45,484

海外療養費（再掲） 0 0 0 0 0

移 送 費 0 0 0 0 0

計 44,557 760,210,991 534,121,187 204,309,554 21,780,250

参考　５年度 46,201 878,319,131 617,052,371 236,014,868 25,251,892

　　　⑵　前期高齢者分再掲

件 数 費 用 額 保険者負担分 一 部 負 担 金 他 法 負 担 分

療 養 の 給 付 等 10,081件 263,388,327円 186,028,085円 75,045,884円 2,314,358円

食事療養・生活療養（再掲） 122 2,398,447 770,857 1,627,590 0

療
養
費
等

食事療養・生活療養 0 0 0 0

療 養 費 36 528,514 371,886 156,628 0

海外療養費（再掲） 0 0 0 0 0

移 送 費 0 0 0 0 0

計 10,117 263,916,841 186,399,971 75,202,512 2,314,358

参考　５年度 10,548 333,027,461 235,552,971 93,680,756 3,793,734

　　　⑶　70歳以上一般分再掲

件 数 費 用 額 保険者負担分 一 部 負 担 金 他 法 負 担 分

療 養 の 給 付 等 967件 26,238,918円 20,728,210円 5,497,512円 13,196円

食事療養・生活療養（再掲） 16 595,558 213,518 382,040 0

療
養
費
等

食事療養・生活療養 0 0 0 0

療 養 費 7 19,360 15,488 3,872 0

海外療養費（再掲） 0 0 0 0 0

移 送 費 0 0 0 0 0

計 974 26,258,278 20,743,698 5,501,384 13,196

参考　５年度 1,034 36,366,366 28,968,634 7,302,469 95,263

－ 8 －

　　　⑷　70歳以上現役並み所得者分再掲

件 数 費 用 額 保険者負担分 一 部 負 担 金 他 法 負 担 分

療 養 の 給 付 等 3,436件 100,163,254円 69,900,115円 29,074,379円 1,188,760円

食事療養・生活療養（再掲） 38 618,684 218,944 399,740 0

療
養
費
等

食事療養・生活療養 0 0 0 0

療 養 費 5 194,087 135,859 58,228 0

海外療養費（再掲） 0 0 0 0 0

移 送 費 0 0 0 0 0

計 3,441 100,357,341 70,035,974 29,132,607 1,188,760

参考　５年度 3,519 126,206,180 88,007,114 36,911,288 1,287,778

　　　⑴　全　体　分

種　　　　　　　　別 件　　　　　数 費　　用　　額

療 養 の 給 付 等

診 療 費 30,020 件 584,598,380 円

調 剤 14,148 164,985,190

食事療養・生活療養 (314) 5,483,838

訪 問 看 護 29 1,966,100

計 44,197 757,033,508

参考　５年度 45,786 875,027,974

　　　⑵　前期高齢者分再掲

種　　　　　　　　別 件　　　　　数 費　　用　　額

療 養 の 給 付 等

診 療 費 6,806 件 209,342,380 円

調 剤 3,251 49,866,440

食事療養・生活療養 (122) 2,398,447

訪 問 看 護 24 1,781,060

計 10,081 263,388,327

参考　５年度 10,520 332,712,865

　　　⑸　未就学児分再掲

件 数 費 用 額 保険者負担分 一 部 負 担 金 他 法 負 担 分

療 養 の 給 付 等 1,662件 15,457,508円 12,335,188円 287,272円 2,835,048円

食事療養・生活療養（再掲） 13 59,258 16,588 42,670 0

療
養
費
等

食事療養・生活療養 0 0 0 0

療 養 費 1 29,840 23,872 5,968 0

海外療養費（再掲） 0 0 0 0 0

移 送 費 0 0 0 0 0

計 1,663 15,487,348 12,359,060 293,240 2,835,048

参考　５年度 1,618 14,827,112 11,848,227 269,901 2,708,984

　２．療養の給付等内訳
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－ 11 －

　４．高額療養費負担分

　５．傷病手当金　　　　　　　　　　　　　　 ６．その他の保険給付

件 数 費　用　額 保険者負担分 高 額 療 養 費
被 保 険 者
負 担 分

他 法 負 担 分

379 251,502,827

円

176,862,639

円

44,304,712

円

27,598,148

円

2,737,328

円

参考　５年度

552 358,119,848 254,322,859 63,269,039 37,692,919 2,835,031

実施郡市医師会
実　　　　 　　　施　　　　　 　　者

費用額 助成金
甲種組合員 甲種組合員の配偶者 乙種組合員 乙種組合員の配偶者 計

18 256

人

159

人

690

人

9

人

1,114

人 円

26,085,993

円

25,635,341

参考　５年度　18 251 151 789 8 1,199 27,178,025 26,963,450

甲 種 組 合 員 保 健 事 業 費

900

人

630,000

円

参　考
５年度

919 643,300

種　別 支給者数 日　数 傷病手当金

甲種組合員 1
人

143
日

858,000
円

乙種組合員 11 656 1,968,000

計 12 799 2,826,000

参考５年度 6 436 1,863,000

種 　 別 件 数 支　給　額

出 産 育 児 一 時 金 18 9,000,000
円

葬 祭 費 4 700,000

参考
５年度　出産育児一時金 18 8,760,000

　　　　葬　　祭　　費 5 600,000

３　保　健　事　業

　１．健康診断の実施

　２．保健事業費の助成

－ 12 －

　　　⑴　特定健康診査

実　　　　　施　　　　　者

特定健診受診者
特定健診受診者と

見なした者
計

甲 種 組 合 員 25 227 252

甲種組合員の家族 46 148 194

乙 種 組 合 員 162 514 676

乙種組合員の家族 24 8 32

計 257 897 1,154

参考　５年度 236 952 1,188

　　　⑵　特定保健指導

動 機 付 け 支 援 積 極 的 支 援

対　象　者 利　用　者 対　象　者 利　用　者

甲 種 組 合 員 21 0 10 0

甲種組合員の家族 5 1 1 0

乙 種 組 合 員 15 1 7 0

乙種組合員の家族 3 0 1 0

計 44 2 19 0

参考　５年度 48 1 26 1

甲 種 組 合 員 1件 100,000 円

乙 種 組 合 員 2件 200,000 円

合　　 計 3件 300,000 円

参考　５年度 5件 500,000 円

開 催 日 令和６年11月23日（土・祝）

開 催 場 所 山口市

参 加 者 数 26 名

特 別 講 演 演題「大村益次郎の二刀流」　　講師　大村神社宮司　松村卓正

ウォーキングコース 防府新大橋～らんらんドーム（大海総合センター）

　３．特定健康診査・特定保健指導の実施

　４．死亡見舞金の支給

　５．第20回「学びながらのウォーキング大会」

－ 13 －

　６．甲種組合員（後期高齢者組合員を除く）疾病分類（令和６年５月診療分）

番号 疾 病 別 大 分 類 45歳未満 45～69歳 70～74歳 計

１ 感染症及び寄生虫症 1
件

4
件

2
件

7
件

２ 新　　生　　物 0 16 7 23

３ 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 0 2 0 2

４ 内分泌、栄養及び代謝疾患 1 36 19 56

５ 精神及び行動の障害 0 8 0 8

６ 神経系の疾患 2 15 6 23

７ 眼及び付属器の疾患 2 23 8 33

８ 耳及び乳様突起の疾患 0 1 2 3

９ 循環器系の疾患 2 42 21 65

10 呼吸器系の疾患 2 11 3 16

11 消化器系の疾患 0 15 5 20

12 皮膚及び皮下組織の疾患 1 3 1 5

13 筋骨格系及び結合組織の疾患 3 18 4 25

14 腎尿路生殖器系の疾患 3 10 1 14

15 妊娠、分娩及び産じょく 0 0 0 0

16 周産期に発生した病態 0 0 0 0

17 先天奇形、変形及び染色体異常 0 1 0 1

18
症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他
に分類されないもの

0 2 3 5

19 損傷、中毒及びその他の外因の影響 0 3 4 7

合　　　　　　　　　　　計 17 210 86 313

－ 14 －

　７．死没甲種組合員（後期高齢者組合員を含む）疾病分類（令和６年度）

番号 疾 病 別 大 分 類 人　　　数

１ 感染症及び寄生虫症 0
人

２ 新　　生　　物 2

３ 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 0

４ 内分泌、栄養及び代謝疾患 0

５ 精神及び行動の障害 0

６ 神経系の疾患 1

７ 眼及び付属器の疾患 0

８ 耳及び乳様突起の疾患 0

９ 循環器系の疾患 0

10 呼吸器系の疾患 1

11 消化器系の疾患 0

12 皮膚及び皮下組織の疾患 0

13 筋骨格系及び結合組織の疾患 0

14 腎尿路生殖器系の疾患 0

15 妊娠、分娩及び産じょく 0

16 周産期に発生した病態 0

17 先天奇形、変形及び染色体異常 0

18 症状、徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 0

19 損傷、中毒及びその他の外因の影響 0

合　　　　　　　　　　　計 4

死　　亡　　者　　の　　平　　均　　年　　齢 72.0
歳
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－ 15 －

４　組　　合　　会

開催月日 提 　 出 　 議 　 案

７月18日 第 １ 回 通 常 組 合 会

　１．承　認　事　項

　　　　承認第１号　　　　選挙規程の一部改正について

　　　　承認第２号　　　　令和５年度事業報告について

　２．議　決　事　項

　　　　議案第１号　　　　令和５年度歳入歳出決算について

　　　　議案第２号　　　　令和５年度歳計剰余金の処分について

２月20日 第 ２ 回 通 常 組 合 会

　１．承　認　事　項

　　　　承認第１号　　　　「理事の専決処分」事項について

　　　　承認第２号　　　　令和７年度法令遵守（コンプライアンス）

　　　　　　　　　　　　　のための実践計画について

　２．議　決　事　項

　　　　議案第１号　　　　令和７年度事業計画について

　　　　議案第２号　　　　令和７年度歳入歳出予算について

－ 16 －

５　理　　事　　会

回 開催月日 審 　 議 　 事 　 項

第１回 ４月４日 １．山口県国保連合会第５回理事会について

第２回 ５月９日
１．組合会議員について
２．傷病手当金支給申請について

第３回 ５月23日
１．保険料減額免除について
２．特定個人情報保護評価計画管理書及び基礎項目評価書の見直しについて
３．第20回 ｢ 学びながらのウォーキング大会 ｣について

第４回 ６月６日
１．令和６年度保険料賦課状況について
２．全協中国 ･四国支部役員会 ･総会 ･研修会について

第５回 ６月20日

１．保険料減額免除内規の一部改正について
２．理事長 ･ 副理事長 ･ 常務理事及び法令遵守 ( コンプライアンス )担当理
事の互選について

３．制度改正に伴うシステム改修について
４．第20回「学びながらのウォ－キング大会」について

第６回 ７月４日 １．第１回通常組合会について

第７回 ７月18日 １．傷病手当金支給申請について

第８回 ８月１日

１．傷病手当金支給申請について
２．第 1回山口県保険者協議会について
３．山口県国保連合会第 1回通常総会について
４．中四国医師国保組合連絡協議会（岡山）について

第９回 ８月22日 １．全医連第18回代表者会について

第10回 ９月５日
１．第20回 ｢ 学びながらのウォーキング大会 ｣について
２．傷病手当金支給申請について

第11回 10月３日 １．第３期データヘルス計画 ･第４期特定健診等実施計画の策定について

第12回 10月17日
１．令和６年12月２日以降の被保険者証等の取扱について
２．全医連第19回代表者会 ･第62回全体協議会について

第13回 11月７日
１．第20回「学びながらのウォーキング大会」について
２．傷病手当金支給申請について

第14回 11月21日
１．規約の一部改正 (理事の専決処分 )について
２．規約等施行規程の一部改正について
３．「国保のしおり」改訂ワーキンググループについて

第15回 12月５日
１．傷病手当金支給申請について
２．第20回「学びながらのウォーキング大会」について

第16回 12月19日 １．山口県国保連合会第２回理事会について

第17回 １月９日
１．令和７年度法令遵守（コンプライアンス）のための実践計画の策定につ
いて

第18回 ２月６日

１．組合会議員について
２．第２回通常組合会について
３．郡市医師会への助成金について
４．第２回 ｢国保のしおり ｣改訂ワーキンググループについて

第19回 ２月20日
１．全協令和６年度第２回理事長 ･役員研修会について
２．山口県国保連合会第３回理事会について

第20回 ３月６日
１．「医師国保組合の存続に向けたアンケート」調査について
２．傷病手当金支給申請について

第21回 ３月19日 １．第２回山口県保険者協議会について

－ 17 －

６　監事会

  ７月４日、 令和５年度歳入歳出予算の執行状況並びに同決算の状況について監査。 

７　全協中国･四国支部監事会、役員会、総会及び委託研修会

　６月１日(高知)　　出席:加藤理事長、沖中副理事長、長谷川･上野両常任理事

　監事会では、令和５年度歳入歳出予算の執行状況並びに同決算の状況について監査。

　役員会では、監事会の報告、及び令和６年度事業計画･予算･会費等について協議。

　総会及び委託研修会では、役員会の議題について報告。

･講演Ⅰ ｢国民健康保険組合を巡る現状と課題｣

厚生労働省保険局国民健康保険課 課長補佐　舘野　靖史 

･講演Ⅱ ｢高知城を歩く ～『お城』の見方・楽しみ方～ ｣

高知県立高知城歴史博物館 館長　渡部　淳

８　中国四国医師国保組合連絡協議会

　７月27日(岡山)   出席:加藤理事長、沖中･中村両副理事長、長谷川･竹中両常任理事 

　代表者会議では全体会議の運営等について、全体会議では前年度事業報告･決算報告･提

出議題等について協議。

･講演 ｢中国四国ブロック合併シミュレーション結果からみる医師国保組合の将来について｣

鳥取県医師国保組合 理事長/全医連国保問題検討委員会 副委員長  清水　正人 

 

９　全医連 代表者会

　８月２日(東京) 　出席者:加藤理事長

　事業計画･予算等、会費、理事の選任等について協議。

　･講演「国民健康保険を巡る情勢について」 

厚生労働省保険局国民健康保険課長　唐木　啓介

10　全医連全体協議会

　10月12日(長崎)   出席:加藤理事長、沖中･中村両副理事長、長谷川･竹中両常任理事

　代表者会では、令和５年度事業及び決算報告等について協議。

　また、国会等に対し、定率国庫補助削減、廃止の断念、被用者保険適用拡大の十分な議

－ 18 －

論などを要望する決議文を採択。

　全体協議会では、代表者会の前年度事業及び決算等について報告。

　･基調講演「国保問題検討委員会中間報告」について

全医連国保問題検討委員会委員長　篠原　彰

11　全協理事長･役員研修会

　２月７日(東京)  　出席:加藤理事長

  ･講演１ ｢国民健康保険組合を巡る諸課題｣について

厚生労働省保険局国民健康保険課長　唐木　啓介

　･講演２ ｢医薬品をめぐる最近の動き ～優れた医薬品を患者さんのもとへ～ ｣

　元厚生労働省大臣官房審議官（医薬担当）　山本　史
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　未就学児は加入者数の増加にともない若干の費
用額増加があるが、その他の年齢では大きな減少
となっている。
　4.「高額療養費負担分」では、「所得区分によ
る自己負担限度額を超えた額」を高額療養費とし
て支給するが、令和 5 年度と比較して、173 件、
約 1 億 662 万円の減となっている。
　5.「傷病手当金」では、「疾病又は傷病のため
引き続き 10 日を超えて休業・休職をされたと
き、11 日目から甲種組合員は 1 日につき 6 千円、
乙種組合員は 3 千円を支給」するものであるが、
欄外の 5 年度に比べ、支給者数などすべてが増
加している。

　「3　保健事業」の健康診断及び、特定健診 ･ 特
定保健指導では、大きな受診者数の変動は見られ
ない。
　保健指導対象者には、利用券の送付による勧奨
を行っているが、利用者の増加が見られない状況
にある。

議案第 1 号　令和 6 年度歳入歳出決算について
　歳入歳出ともに予算額 14 億 7,631 万 1 千円に
対し、歳入決算額は、14 億 5,087 万 6,560 円、
歳出決算額は 10 億 9,776 万 4,360 円で、歳入
歳出差引額は 3 億 5,311 万 2,200 円となってい
る。

＜歳入の部＞
　第Ⅰ款「国民健康保険料」は、医療給付費分保
険料等 4 種類の保険料の合計で、9 億 4,993 万 3
千円の収入があり、収入総額の約 65.5％を占め
ている。
　なお、被保険者数の減少により、予算に対し約
1,410 万円の減となっている。
　第Ⅱ款第 1 項「国庫負担金」は、本組合の人
件費等に対する事務費負担金で、被保険者数に
よって算定されるが、予算額に対し約 35 万の増
となっている。
　第 2 項「国庫補助金」内の療養給付費等補助
金は、本組合が支出した療養給付費等、後期高齢
者支援金、介護納付金等に対する補助となるが、

療養給付費としての支出額が 1 億円以上下がっ
たことで、それに対する補助金約 3,266 万円の
減となっている。
　なお、補助金には社会保障 ･ 税番号制度システ
ム整備費約 475 万円が含まれる。これは、令和
6 年 12 月被保険者証廃止に伴うシステム改修費
だが、全額補助となっている。
　第Ⅲ款「前期高齢者交付金」については、「65
歳から 74 歳の前期高齢者偏在による各保険者の
財政負担の不均衡を是正する制度」で、「前期高
齢者加入率が全保険者平均を下回る保険者は納付
金を納め、平均を上回る保険者には交付金が交付」
される。
　本組合では、令和 6 年度に初めて交付金を受
けることとなったが、本組合被保険者の高齢化が
進んでいることを示すものでもある。
　第Ⅳ款「出産育児交付金」は、出産育児一時金
の財源の一部支援として交付されるものである。
　第Ⅴ款「共同事業交付金」については、全国国
保組合協会が行う高額医療費共同事業で、「各国
保組合が拠出金を出し合い、1 件が 100 万円を
超えるレセプトについて、交付金が支給」される
ものであるが、高額レセプト件数が大きく減少し
たため、予算を約 3,763 万円下回った 2,918 万
2 千円となっている。
　第Ⅵ款「財産収入」は、利息収入となっている。
　第Ⅶ款の「繰入金」は、ない。
　第Ⅷ款の「繰越金」は、令和 5 年度剰余金を
繰り越した額であり、予算額を約 5,464 万円上
回る 3 億 3,553 万 6,883 円となっている。
　第Ⅸ款「諸収入」第 1 項「預金利子」は、運
用資金の利息であるが、利息のつかない「決済性
預金」のため、利息はない。
　収入合計額は、14 億 5,087 万 6,560 円で、前
年度比 95％となっている。

＜歳出の部＞
　第Ⅰ款「組合会費」は、組合会開催に要した旅
費等の経費となる。
　第Ⅱ款の第 1 項「総務管理費」は、役員報酬
等の人件費や旅費、消耗品費など事務経費となる。
　先ほど、歳入第Ⅱ款で説明した、全額補助となっ
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令和６年度歳入歳出決算書

歳　入　の　部 歳　出　の　部

予　　算　　額 1,476,311,000円 予　　算　　額 1,476,311,000円

決　　算　　額 1,450,876,560円 決　　算　　額 1,097,764,360円

歳入歳出差引額　353,112,200円

歳　　　　　入
（単位　円）

款
予 算 額 調 定 額 収 入 額 未収入額

予算額に対

し増減（△）項

Ⅰ　国民健康保険料 964,036,000 949,933,000 949,933,000 0 △14,103,000

⑴　国民健康保険料 964,036,000 949,933,000 949,933,000 0 △14,103,000

Ⅱ　国庫支出金 139,215,000 110,520,950 110,520,950 0 △28,694,050

⑴　国庫負担金 3,203,000 3,557,368 3,557,368 0 354,368

⑵　国庫補助金 136,012,000 106,963,582 106,963,582 0 △29,048,418

Ⅲ　前期高齢者交付金 2,295,000 2,795,108 2,795,108 0 500,108

⑴　前期高齢者交付金 2,295,000 2,795,108 2,795,108 0 500,108

Ⅳ　出産育児交付金 276,000 274,295 274,295 0 △1,705

⑴　出産育児交付金 276,000 274,295 274,295 0 △1,705

Ⅴ　共同事業交付金 66,810,000 29,182,000 29,182,000 0 △37,628,000

⑴　共同事業交付金 66,810,000 29,182,000 29,182,000 0 △37,628,000

Ⅵ　財産収入 10,000 2,654 2,654 0 △7,346

⑴　財産運用収入 10,000 2,654 2,654 0 △7,346

Ⅶ　繰入金 1,000 0 0 0 △1,000

⑴　準備金繰入金 1,000 0 0 0 △1,000

Ⅷ　繰越金 280,896,000 335,536,883 335,536,883 0 54,640,883

⑴　繰越金 280,896,000 335,536,883 335,536,883 0 54,640,883

Ⅸ　諸収入 22,772,000 22,631,670 22,631,670 0 △140,330

⑴　預金利子 1,000 0 0 0 △1,000

⑵　雑入 22,771,000 22,631,670 22,631,670 0 △139,330

合 計 1,476,311,000 1,450,876,560 1,450,876,560 0 △25,434,440
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たシステム改修費が含まれていることに加え、人
件費 ･ 物価の高騰による支出増が重なり、約 720
万の不足が生じている。
　このため、第�款「予備費」より、第Ⅱ款へ
719 万 8,044 円の予備費充当を行っている。
　また、第 2 項「徴収費」は、各郡市医師会へ
保険料徴収事務費として、甲種組合員 1 人あた
り 500 円を交付しているものである。
　第Ⅲ款「保険給付費」では、第 1 項「療養給付費」
と第 2 項「高額療養費」の減少により、それぞ
れ約 1 億 4,427 万と約 2,772 万円の不用額が生
じている。
　また、第 4 項「出産育児一時金」、第 6 項「傷
病手当金」でも、それぞれ、約 350 万、約 217
万の不用額が生じており、款全体では不用額が約
1億7,860万円、支出5億9,270万9,926円となっ
ている。
　第Ⅳ款「後期高齢者支援金等」から第Ⅵ款「介
護納付金」は、厚労省が示した算出式で予算額を
計上しているが、いずれも予算内での支出となっ
た。
　3 款合計で、約 3 億 5,219 万円を社会保険診
療報酬支払基金に納付している。
　第Ⅶ款「流行初期医療確保拠出金等」は、「感
染症危機に備え、医療提供体制の整備と医療機関
支援が発生した際に拠出する」ものであるが、該
当事例は生じていない。
　第Ⅷ款「共同事業拠出金」は、全国国保組合協
会に支払った高額医療費共同事業の拠出金等であ
るが、高額医療費が減少したことで、予算から約
338 万減となる 7,370 万 6,864 円となっている。
　第Ⅸ款「保健事業費」では、特定健診 ･ 特定保
健指導、健康診断の経費等となるが、実施者数が
伸び悩み、約 1,606 万円の不用額が生じている。
　改めて、皆様には積極的に健診 ･ 保健指導を受
けていただくよう、お願いしたい。
　第Ⅹ款「積立金」内の特別積立金は、法定積立
金の一つであるが、新たな積立は行っていない。
　第Ⅻ款「諸支出金」における保険料還付金は、
遡って資格喪失した者に還付する保険料で、68
万 5,500 円の不足額が生じたため、款内流用し
ている。

　以上、支出合計額は、10 億 9,776 万 4,360 円
となり、対前年度比 92% となった。

議案第 2 号　令和 6 年度歳計剰余金の処分につ
いて

　決算状況のとおり、3 億 5,311 万 2,200 円の
剰余金が生じたので、全額を翌年度繰越金にしよ
うとするものである。

議案第 3 号　規約の一部改正について、及び
議案第 4 号　傷病手当金支給規程の一部改正に
ついて

　新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金の
支給は、令和 2 年に国の財政支援措置が図られ、
組合規約の改正が勧奨されたことにより新設した
ものであるが、令和 5 年 5 月 8 日付で感染症法
上の位置付けが 5 類感染症に見直され、同時に
財政支援は終了した。
　よって、該当する規約及び規程の削除が必要と
なったが、申請等の時効となる 2 年経過後に削
除するよう、県担当部署より助言をいただいた。
　そして、本年 5 月に時効を迎えたため、規約、
規程の当該条文を削除しようとするものである。

監査報告
　議長、監事の監査報告を求める。

淵上監事　山口県医師国民健康保険組合の令和 6
年度歳入歳出予算の執行状況並びに同決算の状況
を監査したところ、適切に事業の執行がなされ、
決算状況も適正であるものと認める。
　令和 7 年 7 月 4 日
　　　　　山口県医師国民健康保険組合
			   監事　宮本　正樹
			   監事　友近　康明
			   監事　淵上　泰敬

採決
　議長、全議案について順次採決を行い、議員
の挙手多数により原案どおり可決された。以上を
もって議案の審議がすべて終了した。
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Ⅳ　閉会の挨拶
加藤理事長　皆様、慎重なご審議、誠にありがと
うございました。
　高額療養費の利用が想定よりも少なかったこと
から、幸いにも大きな余剰金が確保でき、当面は
保険料を据え置くことができる見込みです。
　先ほど常務理事からもお話がありましたが、皆
様には積極的に健診を受けていただき、万が一、
病気が見つかった場合でも早期に対応すること
で、この保険制度を大切に活用していただきたい
と思います。
　幸い、当組合の健診受診率は高い水準にありま
すが、保健指導なども積極的に受けていただくこ
とで、他の保険者の模範となるような組合を目指
してまいります。また、組合員の皆様の健康が第
一であることは、本日の決算内容にも明確に表れ
ております。
　引き続き、皆様には健康にご留意いただき、助
け合いの精神のもと、ともに歩んでまいりたいと
存じます。
　本日は誠にありがとうございました。

－ 41 －

山 口 県 医 師 国 民 健 康 保 険 組 合

傷病手当金支給規程の一部改正について

  山口県医師国民健康保険組合傷病手当金支給規程の一部を次のように改正する。

１　第５条を削除。

   附　則

 　(施行期日）

　　この規程は、令和７年７月17日から施行する。

－ 42 －

新　旧　対　照　表

現　　　　　　　行 改　　　　　　　正

（新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等

に係る傷病手当金）

第５条　規約第16条の２及び第16条の３に規定す

る傷病手当金を受けようとする被保険者は、次

の傷病手当金支給申請書(新型コロナウイルス

感染症）を理事長に提出しなければならない。

  一　甲種組合員用（様式第４号）

  二　乙種組合員用（様式第５号）

  三　組合員の家族用（様式第６号）

  なお、乙種組合員及び組合員の家族については、

申請書に添えて事業主記入用（様式第７号）を

提出する。

2　規約第16条の２及び第16条の３に規定する傷病

手当金については、本規程第３条に規定の支給

制限は適用しないものとする。

3　傷病手当金の支給決定は、理事会が行う。

附　則

 (施行期日）

　この規程は令和２年７月17日から施行する。

  また、規約の附則にある規程に定める日は、令

和２年９月30日までとする。なお、厚生労働省

の財政支援の基準が変更され、適用期間が延長

となった場合は、基準で示された期間までとす

る。

（新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等

に係る傷病手当金）

第５条　削除

附　則

 (施行期日）

　削除

附　則

 (施行期日）

　この規程は、令和７年７月17日から施行する。


